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LAN Base ソフトウェア搭載 Cisco Catalyst 2960 シリーズ 
スイッチ 

LAN Base ソフトウェア搭載 Cisco® Catalyst® 2960 シリーズ スイッチは、ファスト イー
サネットとギガビット イーサネット接続をデスクトップに提供する、Power Over Ethernet
（PoE）対応または PoE 非対応の固定型スタンドアロン インテリジェント イーサネット ス
イッチです。小規模な企業ネットワーク、中規模ネットワーク、およびブランチ オフィス 
ネットワーク向けに最適な LAN サービスを提供します（図 1 を参照）。Catalyst 2960 
LAN Base シリーズは Network Admission Control（NAC）などの統合セキュリティ、高
度な QoS（Quality of Service）をサポートし、ネットワーク エッジに耐障害性とインテリ
ジェンスを提供します。 

Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズ スイッチの特長は次のとおりです。 

● PoE 構成（15.4 W のフル電力、最大 24 ポート）  

● 高度な Access Control List（ACL; アクセス コントロール リスト）、拡張セキュリティなどのインテ
リジェントな機能をネットワーク エッジに提供します。  

● 銅線または光ファイバを使用できるデュアルパーパス アップリンクにより、ギガビット イーサネッ
ト  アップリンクに柔軟性をもたらします。デュアルパーパス  アップリンク  ポートには、
10/100/1000 イーサネット ポートと Small Form-Factor Pluggable（SFP; 着脱可能小型フォー
ム ファクタ）ベースのギガビット イーサネット ポートが 1 つずつあり、どちらか 1 ポートがアクティ
ブになります。  

● 高度な QoS、きめ細かいレート リミット、ACL、およびマルチキャスト サービスにより、ネットワー
クを制御し帯域幅を最適化します。  

● 幅広い認証方式、データ暗号化テクノロジー、およびユーザ、ポート、MAC アドレスに基づく 
NAC によってネットワーク セキュリティを提供します。  

● Cisco Network Assistant ソフトウェアを使用してネットワークの設定、アップグレード、およびト
ラブルシューティングを簡単に行うことができます。  

● Smartport を使用してアプリケーションに特化した自動設定が可能です。  

● ハードウェアのライフタイム限定保証が付いています。  

● 追加料金なしでソフトウェア アップデートが可能です。 
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図 1 Cisco Catalyst 2960 シリーズ スイッチ 

 

構成 
Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズは、次のスイッチで構成されます（表 1）。 

表 1 Cisco Catalyst 2960 LAN Base スイッチのスイッチ構成 

機能 項目 

Cisco Catalyst 2960PD-8TT-L イーサネット 10/100 ポート×8 および 10/100/1000 PoE 入力ポート× 1、ファンなしコ
ンパクト サイズ 

Cisco Catalyst 2960-8TC-L イーサネット 10/100 ポート× 8、デュアルパーパス アップリンク ポート（10/100/1000 
または SFP）× 1、ファンなしコンパクト サイズ 

Cisco Catalyst 2960-24TT-L イーサネット 10/100 ポート× 24、固定イーサネット 10/100/1000 アップリンク ポート× 2

Cisco Catalyst 2960-48TT-L イーサネット 10/100 ポート× 48、固定イーサネット 10/100/1000 アップリンク ポート× 2

Cisco Catalyst 2960-24LT-L イーサネット 10/100 ポート× 24（8 ポートで PoE をサポート）、固定イーサネット 
10/100/1000 アップリンク ポート× 2 

Cisco Catalyst 2960-24PC-L イーサネット 10/100 PoE ポート× 24、デュアルパーパス アップリンク ポート× 2 

Cisco Catalyst 2960-24TC-L イーサネット 10/100 ポート× 24、デュアルパーパス アップリンク ポート× 2 

Cisco Catalyst 2960-48TC-L イーサネット 10/100 ポート× 48、デュアルパーパス アップリンク ポート× 2 

Cisco Catalyst 2960G-8TC-L イーサネット 10/100/1000 ポート× 8（そのうち、1 つはデュアルパーパス ポート）、ファ
ンなしコンパクト サイズ 

Cisco Catalyst 2960G-24TC-L イーサネット 10/100/1000 ポート× 24（そのうち 4 つはデュアルパーパス ポート） 

Cisco Catalyst 2960G-48-TC-L イーサネット 10/100/1000 ポート× 48（そのうち 4 つはデュアルパーパス ポート） 

Cisco Catalyst 2960 LAN Base ソフトウェア イメージは、高度な QoS、レート リミット、ACL、およ
び IPv6 管理などの豊富な機能を提供します。SFP ベースのギガビット イーサネット ポートは、
Cisco 1000BASE-SX 、 1000BASE-LX 、 1000BASE-BX 、 1000BASE-ZX 、 100BASE-FX 、
100BASE-LX、100BASE-BX、CWDM SFP トランシーバといった幅広い SFP トランシーバに対
応します。 

PoE（Power over Ethernet） 
Cisco Catalyst 2960 シリーズは PoE に対応しているため、Cisco IP Phone やワイヤレス アクセ
ス ポイントなど、イーサネットで電源が供給されるデバイスの接続がさらに容易になります。Cisco 
Catalyst 2960 PoE モデルは、シスコ先行標準 PoE および IEEE 802.3af に準拠しています。
PoE を使用すると、PoE 対応の各デバイスを壁面コンセントで接続する必要がなくなり、本来であ
れば IP Phone や WLAN 環境で必要だった電源ケーブルや回線の追加コストが不要になります。
PoE スイッチを利用すれば、IP デバイスに電源を供給するためにパワー インジェクタや PoE ミッ
ドスパンを用意する必要もありません。Cisco Catalyst 2960-24PC-L は、24 の PoE ポートに対
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し、15.4 W の電源をフルに供給することが可能です。Cisco Catalyst 2960-24LT-L には、24 の 
10/100 ポートがあり、そのうちの 8 つのポートに対し、15.4 W の出力で電源を同時供給すること
ができます。 

Cisco Catalyst 2960-8TT-L には 8 つの 10/100 ポートがあり、そのうちの 1 つのポートは 
10/100/1000 PoE 入力ポートです。このスイッチの場合、電源装置を使用する必要がなく、アップ
ストリーム PoE デバイスからアップリンク経由で電力を受信するため、柔軟な展開と可用性が実現
します。これは、配線の必要があり、スペースが限られているアプリケーションに最適です。電源ア
ダプタ（PWR-A=）および電源コードは、別途オプションとしてご購入いただけます。 

ギガビット イーサネット 
1,000 Mbps の速度を提供するギガビット イーサネットは、増大するネットワーク帯域幅の需要を
満たし、ボトルネックを排除し、パフォーマンスを向上させると同時に、既存インフラストラクチャへ
の投資の回収を増大させます。今日のビジネスにおけるネットワークへの依存度は高く、複数のア
プリケーションが同時に実行されます。たとえば、IP ビデオ会議を行いながら出席者に 10 MB の
スプレッドシートを送信し、評価用の最新のマーケティング ビデオをブロードキャストし、Customer 
Relationship Management（CRM）データベースに最新のフィードバックを照会します。さらに並行
して、バックグラウンドで数ギガバイトのシステム バックアップが開始され、最新のアンチウイルス 
ソフトウェアの更新がクライアントに配信されています。 

冗長電源システム 
Cisco Catalyst 2960 シリーズ スイッチでは、新世代の Cisco Redundant Power System（RPS; 
冗長電源システム）2300 をサポートしています。Cisco RPS 2300 は、接続されている 6 台のスイッ
チのうちの 2 台に透過的な電源バックアップを提供し、データ、音声、ビデオ の統合ネットワークの
アベイラビリティを向上させます。 

ネットワークのインテリジェンス 
今日のネットワークは、ネットワーク エッジにおける次の 4 つの新しい変化に対処するように進化
しつつあります。 

● デスクトップ コンピューティング パワーの向上  

● 帯域幅を大量に使用するアプリケーションの導入  

● ネットワーク上での機密性の高いデータの増加  

● 複数のデバイス タイプの存在（IP Phone、WLAN アクセス ポイント、IP ビデオ カメラなど）  

これらの新しい需要は、既存のミッションクリティカルなアプリケーションとリソースをめぐって競合し
ます。したがって、IT 技術者が情報やアプリケーションの配信を効率的に管理するためには、ネッ
トワーク エッジを重視しなければなりません。 

企業の戦略的ビジネス インフラストラクチャとしてネットワークへの依存度が高まるにつれ、ネット
ワークのハイ アベイラビリティ、セキュリティ、スケーラビリティ、制御性を確保することが以前より
はるかに重要となっています。LAN アクセスにシスコのインテリジェントな機能を導入すれば、デス
クトップからコアまで、WAN 経由で一貫した方法でこのような要件を満たす、ネットワーク規模のイ
ンテリジェント サービスを展開できます。 

Cisco Catalyst インテリジェント イーサネット スイッチにより、ネットワークにインテリジェント サービ
スを追加する利点が最大限に引き出されます。ネットワーク動作をさらに最適化するには、次のよ
うな機能が重要になります。  
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● ハイ アベイラビリティ  

● スケーラビリティ  

● セキュリティ  

● フロー制御 

高度なセキュリティ 
Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズが提供する広範なセキュリティ機能は、重要な情報を保
護し、ネットワークへの不正アクセスを防止し、プライバシーを守り、継続的な運用を維持するのに
役立ちます。 

Cisco Identity-Based Networking Services（IBNS）ソリューションは、ネットワーク接続およびリ
ソースを保護するための認証、アクセス制御、およびセキュリティ ポリシー管理を提供します。
Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズの Cisco IBNS により、不正アクセスを防止するととも
に、各ユーザに所定の権限しか与えないようにすることができます。このソリューションは、ネット
ワーク アクセスをきめ細かなレベルでダイナミックに管理する能力をもたらします。802.1X 規格と 
Cisco Secure Access Control Server（ACS）を使用して、ユーザがどこからネットワークに接続す
るかにかかわらず、認証と同時にユーザを適切な VLAN に割り当てることができます。したがっ
て、IT 部門はユーザのモビリティを犠牲にすることなく、最小限の管理作業で強力なセキュリティ 
ポリシーを実施できます。 

DoS 攻撃（サービス拒絶攻撃）などからの保護手段として、ACL を使用して、送信元および宛先 
MAC アドレス、IP アドレス、または TCP/User Datagram Protocol（UDP）ポートに基づいてパケット
を拒否することにより、ネットワークの重要部分へのアクセスを規制できます。ACL 検索はハードウェ
アで実行されるので、ACL ベースのセキュリティを実装してもパフォーマンスは損なわれません。 

ポート セキュリティを使用して、接続先デバイスの MAC アドレスに基づき、イーサネット ポートで
アクセスを制限できます。また、ポート セキュリティを使用してスイッチ ポートに接続するデバイス
の総数を制限することで、スイッチを MAC フラッディング攻撃から保護するとともに、不正なワイヤ
レス アクセス ポイントやハブのリスクを軽減することもできます。 

DHCP スヌーピングを使用すると、信頼できないポート（Trusted Port として指定されていないポー
ト）からの DHCP リクエストは転送処理を行いますが、それに対するレスポンスを転送しません。こ
れによって、DHCP スプーフィングを阻止できます。また、DHCP インターフェイス トラッカー（オプ
ション 82）機能を使用すると、ホスト IP アドレス要求にスイッチ ポート ID を追加し、IP アドレスの
割り当てをきめ細かく制御できます。 

MAC アドレス通知機能を使用すると、管理ステーションにアラートを送信することで、ネットワーク
のモニタリングおよびユーザのトラッキングが行われ、ユーザがいつ、どこからネットワークに入っ
たかをネットワーク管理者が把握できます。Secure Shell Protocol バージョン 2（SSHv2）および 
Simple Network Management Protocol（SNMP; 簡易ネットワーク管理プロトコル）バージョン 3
（SNMPv3）は、ネットワーク管理情報を暗号化し、ネットワークを改ざんや盗聴から保護します。
TACACS+ または RADIUS 認証を使用すると、スイッチの集中的なアクセス制御が可能になり、
権限のないユーザによる設定変更を防止できます。別の方法として、スイッチ自体にローカルの
ユーザ名およびパスワード データベースを設定することも可能です。スイッチ コンソールでは 15 
レベル、Web ベースの管理インターフェイスでは 2 レベルの権限を使用して、管理者ごとに異なる
設定能力を提供できます。 
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インテリジェントな PoE 管理 
Cisco Catalyst 2960 PoE モデルでは、Cisco IP Phone および Cisco Aironet® ワイヤレス LAN 
アクセス ポイントのほか、IEEE 802.3af 準拠のエンド デバイスもサポートします。 

● Cisco Discovery Protocol（CDP; シスコ検出プロトコル）バージョン 2 により、Cisco Catalyst 
2960 シリーズ スイッチは、IP Phone やアクセス ポイントなどのシスコの受電装置への接続時
に、IEEE での区分よりも詳細な電源設定をネゴシエーションできます。  

● PoE MIB により、電力使用状況をプロアクティブに確認でき、さまざまな電力レベルのしきい値
を設定できます。  

● Link Layer Discovery Protocol（LLDP および LLDP-MED）により、IEEE 802.1AB リンク層検
出プロトコルが追加され、マルチベンダー ネットワークで相互運用性が実現します。IP Phone な
どのエンド デバイスと、速度、通信モード、および電力の設定情報を交換します。  

アベイラビリティとスケーラビリティ 
Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズには豊富な機能が装備されており、レイヤ 2 ネットワー
クのアベイラビリティの向上を目的としたマルチキャスト フィルタリングおよび Spanning Tree 
Protocol（STP; スパニングツリー プロトコル）の拡張機能によって、ネットワークのスケーラビリティ
とハイ アベイラビリティを実現します。 

音声対応 802.1X ポート セキュリティは、違反が検出されると、同じスイッチ ポート上の音声 
VLAN に影響を及ぼすことなく、不正なデータ VLAN を拒否します。Per-VLAN Spanning Tree 
Plus（PVST+）、UplinkFast、PortFast といった標準 STP の拡張機能により、ネットワークのアップ
タイムが最大限に高められます。PVST+ により冗長リンクでのレイヤ 2 負荷分散が可能になり、
冗長設計に備わっている余剰キャパシティを有効に利用できる UplinkFast、PortFast、および 
BackboneFast は、30 ～ 60 秒という標準的な STP のコンバージェンス時間を大幅に短縮しま
す。Flexlink は双方向の高速コンバージェンス（100 ミリ秒未満）を提供します。ループ ガードおよ
び Bridge Protocol Data Unit（BPDU; ブリッジ プロトコル データ ユニット）ガード拡張機能は、
STP のループ回避機能を提供します。 

高度な QoS 
Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズで提供される優れたマルチレイヤ QoS 機能は、ネット
ワーク トラフィックを分類およびプライオリティ付けし、可能な限り最良の方法で輻輳を防止するの
に役立ちます。Cisco IP Phone を検出してスイッチに適切な分類と出力キューイングを自動的に
設定する機能である Automatic QoS（Auto QoS）によって、QoS の設定が大幅に簡易化されてい
ます。そのため、複雑な設定作業なしでトラフィックのプライオリティ付けを最適化できます。 

Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズは、着信パケットを分類、再分類、ポリシング、マーキン
グ、キューイング、およびスケジューリングして、出力側でパケットをキューイングおよびスケジュー
リングできます。パケットの分類により、ネットワーク エレメントが各種のトラフィック フローを区別
し、レイヤ 2 およびレイヤ 3 QoS フィールドに基づいてポリシーを実施できます。 

Catalyst 2960 LAN Base シリーズ スイッチは QoS を実装するとき、最初にトラフィック フローま
たはパケット グループを識別し、次に Differentiated Service Code Point（DSCP）フィールドまた
は 802.1p Class of Service（CoS; サービス クラス）フィールドを使用して、これらのグループを分
類または再分類します。分類および再分類は、送信元または宛先 IP アドレス、送信元または宛先 
MAC アドレス、レイヤ 4 TCP または UDP ポートといった個別の基準によって実行できます。また 
Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズは、入力側でのポリシングも実行します。パケットが適合
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か不適合かを判別して、分類ラベルの変更をマーキングし、不適合なパケットを通過させるか廃棄
し、分類に基づいてパケットをキューイングします。すべてのポートでコントロール プレーン ACL お
よびデータ プレーン ACL がサポートされ、パケット単位での適切な処理が保証されます。 

Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズは、ポートごとに 4 つの出力キューをサポートしている
ので、LAN 上の各種アプリケーションに対するプライオリティの割り当てをネットワーク管理者が強
力に制御できます。出力側では、スイッチは輻輳制御とスケジューリング（キューの処理順序を決
定するアルゴリズムまたはプロセス）を実行します。Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズ ス
イッチは、Shaped Round Robin（SRR）および完全優先キューイングをサポートしています。SRR 
アルゴリズムは、差別化されたプライオリティ付けに役立ちます。 

ネットワーク管理者はこれらの QoS 機能を使用して、Enterprise Resource Planning（ERP）、音
声（IP テレフォニー トラフィック）、コンピュータ支援設計および製造（CAD/CAM）のようなミッション
クリティカルで帯域幅を多用するトラフィックを、File Transfer Protocol（FTP; ファイル転送プロトコ
ル）や E メールなどのアプリケーションよりも優先することができます。たとえば、あるポートに大容
量ファイルをダウンロードすることで、同じスイッチの別のポートで音声トラフィックが遅延するのは
望ましくありません。音声トラフィックをネットワーク全体で適切に配分して優先すれば、このような
状況を回避できます。Web ブラウジングなど、その他のアプリケーションはより低いプライオリティ
で処理して差し支えありません。 

Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズは、Cisco Committed Information Rate（CIR）機能の
サポートにより、レート リミットを実行できます。CIR を使用すると、1 Mbps という小さな単位で帯
域幅を保証できます。帯域幅の割り当ては、いくつかの基準（送信元 MAC アドレス、宛先 MAC ア
ドレス、送信元 IP アドレス、宛先 IP アドレス、TCP または UDP ポート番号）で行うことができます。
ネットワーク環境で Service Level Agreement（SLA; サービスレベル契約）が要求される場合や、
特定のユーザに与える帯域幅を制御する必要がある場合には、帯域幅の割り当てが不可欠です。 

管理 
Express Setup という新機能により、スイッチの初期設定を簡単に実行できます。Web ブラウザを
使用してスイッチを設定できるので、ターミナル エミュレータやコマンドライン インターフェイスは不
要です。Express Setup を使用すると、初心者ユーザでも簡単に設定できるので、展開にかかるコ
ストが削減されます。 

Cisco Network Assistant は、ユーザ数が 250 人以内の LAN 用に最適化された PC ベースの
ネットワーク管理アプリケーションです。Cisco Network Assistant を使用して、シスコ製スイッチ、
ルータ、および WLAN アクセス ポイントの集中管理を実行できます。Cisco Network Assistant 
は、Cisco Catalyst 2960 から Cisco Catalyst 4506 まで、多くの Cisco Catalyst スイッチをサ
ポートしています。ユーザフレンドリーな GUI を使用して、さまざまなスイッチの機能を設定および
管理するだけでなく、Cisco ルータおよびワイヤレス アクセス ポイントのデバイス マネージャを起
動することもできます。何回かマウスをクリックするだけで、シスコが推奨するセキュリティ、アベイラ
ビリティ、および QoS 機能を有効にすることができます。Security ウィザードでは、重要なデータの
あるサーバへの不正アクセスを自動的に規制できます。Smartport およびウィザードによってネット
ワーク管理者の時間が節約されるだけでなく、人為的ミスが減少し、スイッチの設定をこれらのアプ
リケーション用に最適化できます。Cisco Network Assistant はシスコの Web サイトからダウン
ロードして無料で使用できます。 

Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズ スイッチでは、Cisco Network Assistant のほかにも、
CiscoWorks LAN Management Solution（LMS）などの SNMP ネットワーク管理プラットフォーム
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を使用して、幅広い管理を行うことができます。CiscoWorks LMS は強力な管理ツール スイート
で、シスコ ネットワークの設定、管理、モニタリング、およびトラブルシューティングを簡素化します。
LMS は、こうした機能を卓越したソリューションに統合して、運用スタッフの作業に関わる精度と効
率を向上させるだけでなく、ネットワークの全体的な可用性も増大させます。CiscoWorks LMS 
は、400 以上のデバイス タイプをサポートし、次の機能を提供します。 

● ネットワーク検出、トポロジ ビュー、エンドステーションのトラッキング、および VLAN 管理  

● 展開が容易な、デバイス固有のベスト プラクティス テンプレートに基づいたリアルタイムのネット
ワーク障害分析  

● ハードウェアおよびソフトウェアのインベントリ管理、中央集中型の設定ツール、および Syslog 
モニタリング  

● ネットワークの応答時間とアベイラビリティのモニタリングおよびトラッキング  

● リアルタイムのデバイス、リンク、ポート トラフィック管理と、分析、およびレポート機能 

表 2 に、Cisco Catalyst 2960 LAN Base シリーズの機能および利点を示します。表 3 にハード
ウェアの仕様、表 4 に電源の仕様を示します。表 5 にサポートする MIB および規格、表 6 に安全
性と適合性情報を示します。 

表 2 Cisco Catalyst 2960 LAN Base スイッチの機能と利点 

機能 利点 

使用および導入の容易性 ● Express Setup により Web ブラウザを使用して初期設定を簡単に行うことができ、複雑
なターミナル エミュレータや CLI の知識が不要  

● IEEE 802.3af およびシスコ先行標準 PoE サポートには、シスコ先行標準または IEEE 
802.3af のエンドポイントを検出するための自動検出機能が搭載されており、ユーザが介
入しなくても必要な電力を供給できる  

● 設定およびイメージの更新を行う自動インストール：指定された設定とイメージを自動的
にダウンロードすることで、多数のスイッチの管理を簡素化  

● DHCP 自動設定機能により、1 台のブート サーバから複数のスイッチを設定できるた
め、スイッチを容易に配置できる  

● Auto QoS により、インターフェイス コマンドやグローバル スイッチ コマンドを発行して シ
スコ製 IP Phone の検出、トラフィックの分類、出力キュー設定の有効化を実行すること
で、VoIP（Voice over IP）ネットワークの QoS 設定を簡素化  

● 各 10/100 ポートの自動検知機能により、接続先デバイスの速度を検知し、自動的に
ポートを 10 Mbps または 100 Mbps 動作用に設定するので、10 Mbps と 100 Mbps が
混在する環境にスイッチを簡単に配置できる  

● すべてのポートでサポートされているオート ネゴシエーション機能により、半二重または
全二重の伝送モードが自動的に選択され、帯域幅を最適化  

● Dynamic Trunking Protocol（DTP; ダイナミック トランキング プロトコル）により、すべて
のスイッチ ポートでダイナミック トランクの設定が可能  

● Port Aggregation Protocol （ PAgP; ポ ー ト 集 約 プ ロ ト コ ル ） に よ り 、 Cisco Fast 
EtherChannel® グループまたは Gigabit EtherChannel グループを自動的に作成して、
他のスイッチ、ルータ、またはサーバへのリンクを設定できる  

● Link Aggregation Control Protocol（LACP）により、IEEE 802.3ad に準拠したデバイス
とのイーサネット チャネリングを作成できる。この機能は Cisco EtherChannel テクノロ
ジーおよび PAgP と類似している  

● DHCP サーバにより、専用 DHCP サーバのないネットワークに IP アドレスの割り当て機
能を簡単に配置できる  

● DHCP リレーにより、DHCP リレー エージェントがネットワークの DHCP サーバに 
DHCP 要求をブロードキャストすることができる  

● 現場で交換可能な  SFP モジュールにより、1000BASE-SX、1000BASE-LX/LH、
1000BASE-ZX、1000BASE-BX、100BASE-FX、100BASE-LX、100BASE-BX、および 
Coarse Wavelength-Division Multiplexing（CWDM）の物理インターフェイスがサポート
されるので、スイッチの配置に融通性がもたらされる  

● フラッシュ メモリに格納されたデフォルト設定により、最小限の作業でスイッチを迅速に
ネットワークに接続し、トラフィックを送受信できる  

● 銅線ポートにケーブル（クロスまたはストレート）が取り付けられると、Auto Medium-
Dependent Interface Crossover（Auto-MDIX）により、送受信ペアが自動的に調整される 

● TDR（Time Domain Reflectometer; タイム ドメイン リフレクトメータ）による銅線ポートの
ケーブル問題の診断と解決  
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機能 利点 
● コンフィギュレーション ロールバックにより、現在の実行コンフィギュレーションを任意の保

存済み Cisco IOS® ソフトウェア コンフィギュレーション ファイルに置き換える機能を提
供。この機能は、以前のコンフィギュレーション状態に戻したり、コンフィギュレーション 
ファイルを保存してから行われたコンフィギュレーションの変更を効果的にロールバックし
たりするために使用できる  

● DHCP 自動インストール（Boot Host DHCP）およびイメージの自動アップデートを使用し
て、スイッチはコンフィギュレーション ファイルと IOS イメージを自動的にダウンロードでき
る（将来的に提供予定）  

管理性 

優れた管理性 ● Cisco IOS ソフトウェア CLI をサポートし、すべての シスコ ルータおよび Cisco Catalyst 
デスクトップ スイッチで共通のユーザ インターフェイスおよびコマンド セットを提供  

● IP SLA（応答者のみ）は有効なモニタリング機能を使用して、継続的で信頼でき予測可能
な方法でトラフィックを生成し、ネットワークのパフォーマンスとヘルスを測定できる  

● セキュリティおよび QoS 用の Switching Database Manager （SDM; スイッチング デー
タベース マネージャ）テンプレートを使用して、管理者が固有の要件に基づいて必要な機
能へのメモリ割り当てを簡単に調整できる  

● 規格ベースの 802.1q タギングを使用して、任意のポートから VLAN トランクを作成できる 
● スイッチごとに最大 255 の VLAN、および最大 128 のスパニングツリー インスタンスが

サポートされる  
● 4,000 の VLAN ID がサポートされる  
● 音声 VLAN により、テレフォニーの導入を簡単に行うことができる。 音声トラフィックを個

別の VLAN で維持することで、管理とトラブルシューティングが容易になる  
● Cisco VTP は、すべてのスイッチでダイナミック VLAN およびダイナミック トランク設定を

サポート  
● IPv4 用 IGMPv3 スヌーピングおよび IPv6 用 MLD v1/v2 スヌーピングは、マルチキャス

ト ストリームに対するクライアントの加入と脱退を迅速に処理し、帯域幅を多用するビデ
オ トラフィックを要求元だけに制限  

● Remote SPAN（RSPAN）を使用すると、管理者がレイヤ 2 スイッチ ネットワーク上の
ポートを、同じネットワーク上の他のスイッチからリモートでモニタできる  

● 組み込みの Remote Monitoring（RMON; リモート モニタリング）ソフトウェア エージェン
トは、4 つの RMON グループ（履歴、統計、アラーム、およびイベント）をサポートし、高度
なトラフィック管理、モニタリング、および分析が可能  

● レイヤ 2 traceroute は、パケットが送信元から宛先までの間に使用する物理パスを識別
し、トラブルシューティングを容易にする  

● すべての RMON グループが SPAN ポートでサポートされ、単一のネットワーク アナライ
ザまたは RMON プローブから、特定のポート、またはポート グループのトラフィック モニ
タリングを実行できる  

● Domain Name System（DNS; ドメイン ネーム システム）により、ユーザ定義のデバイス
名を使用した IP アドレス変換が提供される  

● TFTP による中央ロケーションからのダウンロードにより、ソフトウェア アップグレードの管
理コストが削減される  

● Network Timing Protocol（NTP）は、すべてのイントラネット スイッチに正確で一貫性の
あるタイムスタンプを提供  

● ポート別のマルチファンクション LED によるポート ステータスの表示（半二重/全二重モー
ド、10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T）のほかに、スイッチ レベルのステータス LED
（システム、冗長電源装置）により、包括的で便利なビジュアル管理システムを提供  

● Cisco Discovery Protocol Version 1 および 2 を使用すると、ネットワーク管理ツールの
スイッチ自動検出が有効になり、Cisco IP Phone と音声 VLAN 情報を交換できる  

● クライアントのロケーション情報を含む Link Layer Discovery Protocol（LLDP）および 
LLDP Media Extensions（LLDP-MED）。スイッチはマルチベンダー ネットワークでリンク
およびデバイス情報を交換  

● IPv6 ホストは、IPv4/IPv6 デュアル スタック、ユニキャスト アドレス タイプ、ICMPv6、
IPv4 での AAAA DNS 検索、v6 用 Secure Shell（SSH; セキュア シェル）、IPv6 近隣探
索、CDP、Telnet、TFTP、SNMP、HTTP、HTTPS、Traceroute、v6 用 Syslog などの基
本的な IPv6 管理を提供  

Cisco Network Assistant 
ソフトウェア 

● Cisco Network Assistant は、ネットワークを簡単に管理できる Windows ベースの無料
のアプリケーションであり、広範囲の Cisco Catalyst インテリジェント スイッチをサポート
する。Cisco Network Assistant を使用して Cisco Catalyst スイッチを管理し、シスコ 
サービス統合型ルータおよび Cisco Aironet WLAN アクセス ポイントのデバイス マネー
ジャを起動できる  

● 使いやすいグラフィカル インターフェイスを通じて、クラスタおよびスタックのトポロジ マッ
プおよび前面パネル ビューが表示される  

● 設定ウィザードを使用すると、最小限のユーザ入力だけで、さまざまなトラフィック タイプ
を最適に処理するようにスイッチを設定できる（音声、ビデオ、マルチキャスト、およびハイ 
プライオリティ データ）  

● セキュリティ ウィザードを使用して、アプリケーション、サーバ、およびネットワークへの不
正アクセスを防止できる  
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機能 利点 
● ワンクリック アップグレードにより、ポイントアンドクリック式で簡単に Cisco Catalyst ス

イッチの Cisco IOS をアップグレードできる  
● Cisco Network Assistant は、ルーティング プロトコル、ACL、QoS パラメータなどのマル

チレイヤ機能の設定をサポート  
● マルチデバイスおよびマルチポートの設定機能により、複数のスイッチおよびポートの機

能を同時に設定できるので、管理者が時間を節約できる  
● 個人設定が可能なインターフェイスにより、ポーリング間隔、テーブル表示などの設定を

変更できる  
● アラーム通知機能により、ネットワーク エラーやアラームしきい値に関して E メールで通

知される  

Cisco Express Setup ● Express Setup により Web ブラウザを使用してスイッチの初期設定を簡単に行うことが
でき、ターミナル エミュレータや CLI の知識が不要  

● Web インターフェイスを使用すると、熟練度の低いユーザでも簡単かつすぐにスイッチを
設定できるので、展開コストが削減される  

CiscoWorks のサポート ● CiscoWorks ネットワーク管理ソフトウェアは、ポート単位およびスイッチ単位での管理機
能を提供し、シスコ製ルータ、スイッチ、およびハブに共通の管理インターフェイスを提供 

● SNMP v1、v2c、v3 および Telnet インターフェイスのサポートにより、包括的なインバン
ド管理を実行できる。 また、CLI ベースの管理コンソールにより、詳細なアウトバンド管理
を実行できる  

● CiscoWorks LAN Management Solution では、Cisco Catalyst 2960 シリーズがサ
ポートされる  

アベイラビリティとスケーラビリティ 

優れた冗長性による障害 
回復 

● 音声対応 IEEE 802.1X ポート セキュリティは、違反が検出されると、同じスイッチ ポート
上の音声 VLAN に影響を及ぼすことなく、不正なデータ VLAN を拒否する  

● IEEE 802.1X 即応性チェックは、802.1X をスイッチに設定する前に、接続されたエンド 
ホストの即応性を判別する  

● Cisco UplinkFast および BackboneFast テクノロジーにより迅速なフェールオーバーが
可能なので、ネットワーク全体の安定性と信頼性が向上  

● IEEE 802.1w Rapid Spanning Tree Protocol（RSTP）は、スパニングツリー タイマーか
ら独立した高速なスパニングツリー コンバージェンスと、分散処理の利点を備えている  

● Per-VLAN Rapid Spanning Tree Plus（PVRST+）により、スパニングツリー インスタン
スを実装しなくても、VLAN スパニングツリー単位での迅速なスパニングツリー再コン
バージェンスが可能  

● Cisco Network Assistant ソフトウェアのコマンド スイッチ冗長性機能により、プライマリ 
コマンド スイッチが故障した場合に処理を引き継ぐバックアップ コマンド スイッチを指定
できる  

● Unidirectional Link Detection Protocol（UDLD; 単方向リンク検出プロトコル）およびア
グレッシブ UDLD により、単方向リンクを検出して無効にすることで、スパニングツリー 
ループなどの問題を回避できる  

● スイッチ ポートの自動回復機能（errdisable）により、ネットワーク エラーが原因で無効に
なったリンクを自動的に有効に戻すことができる  

● Cisco RPS 2300 が最大 6 台のシスコ製ネットワーキング デバイスに冗長電源機能を
提供し、耐障害性とネットワークの稼働率を向上させる  

● Cisco Gigabit EtherChannel テクノロジーによる最大 8 Gbps、および Cisco Fast 
EtherChannel テクノロジーによる最大 800 Mbps の帯域アグリゲーションは、耐障害性
を強化し、スイッチ間およびスイッチとルータおよび個々のサーバ間に高速な集約された
帯域幅を提供  

● Flex Link により、STP なしでコンバージェンス時間 100 ミリ秒のリンク冗長性を実現  
● VLAN Flex Link ロード バランシングにより、さまざまな VLAN のトラフィック分散用に両

方のリンクを利用してネットワーク スループットを向上  
● Link State Tracking をサーバまたは Programmable Logic Controller（PLC）Network 

Interface Card（NIC; ネットワーク インターフェイス カード）アダプタ チーミングと併用した
場合、ネットワークにレイヤ 2 冗長性を提供  

統合された Cisco IOS ソフト
ウェア機能による帯域の 
最適化 

● ポート単位でのブロードキャスト、マルチキャスト、およびユニキャスト ストーム制御機能
は、障害のあるエンド ステーションによるシステム全体のパフォーマンス低下を防止  

● IEEE 802.1d STP のサポートによる冗長バックボーン接続とループフリー ネットワークに
より、ネットワーク設定が簡易化され耐障害性が強化される  

● PVST+ により冗長リンクでのレイヤ 2 負荷分散が可能になり、冗長設計に備わっている
余剰キャパシティを有効に利用できる  

● IEEE 802.1s Multiple Spanning Tree Protocol（MSTP）により VLAN 単位のスパニン
グツリー インスタンスが可能であり、冗長リンクでレイヤ 2 負荷分散を実行できる  

● Egress Committed Rate（ECR; 出力認定速度）の保証によって負荷分散と冗長性が提
供される  

● ローカル プロキシ ARP とプライベート VLAN エッジが連携し、ブロードキャストを最小限
に抑えるとともに使用可能な帯域幅を最大化する  

● VLAN1 の最小化により、個々の VLAN トランク リンクで VLAN1 を無効にできる  
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機能 利点 
● VLAN Trunking Protocol（VTP; VLAN トランキング プロトコル）プルーニングにより、宛

先デバイスに到達するために必要なトランク リンクだけにブロードキャスト トラフィックをフ
ラッディングさせることで、VTP トランクでの帯域幅の消費を制限  

● Internet Group Management Protocol （IGMP; インターネット グループ管理プロトコル）
バージョン 3 スヌーピングは、マルチキャスト ストリームに対するクライアントの加入と脱
退を迅速に処理し、帯域幅を多用するビデオ トラフィックを要求元だけに制限  

● IGMP フィルタリングにより、非加入者を除外してマルチキャスト認証を実行するととも
に、ポート単位で同時に使用できるマルチキャスト ストリーム数を制限  

● Multicast VLAN Registration（MVR）は、マルチキャスト VLAN で継続的にマルチキャス
ト ストリームを送信するとともに、帯域幅およびセキュリティ上の理由から、加入者 VLAN 
からストリームを分離  

QoS および制御 

高度な QoS ● 標準の 802.1p CoS および DSCP フィールドの分類機能が提供され、送信元と宛先の 
IP アドレス、送信元と宛先の MAC アドレス、またはレイヤ 4 TCP または UDP ポート番
号に基づくパケット単位のマーキングおよび再分類が可能  

● シスコのコントロール プレーンおよびデータ プレーン QoS ACL をすべてのポートで使用
し、パケット単位での適切なマーキングを実行  

● ポートあたり 4 つの出力キューにより、最大 4 種類のトラフィックの差別化管理を実行で
きる  

● SRR スケジューリングにより、入力および出力キューをインテリジェントに処理すること
で、パケット フローの差別化されたプライオリティ付けを行う  

● Weighted Tail Drop（WTD）により、入力および出力キューで輻輳回避を行い、中断を未
然に防ぐことができる  

● 完全優先キューイングにより、最高のプライオリティを持つパケットが他のすべてのトラ
フィックよりも優先的に処理される  

● 非常にきめ細かい QoS 機能を使用しても、パフォーマンスが低下しない  

きめ細かいレート リミット ● Cisco CIR 機能により、1 Mbps という小さな単位で帯域幅を保証できる  
● QoS ACL（IP ACL または MAC ACL）、クラス マップ、およびポリシー マップを使用し、

送信元と宛先の IP アドレス、送信元と宛先の MAC アドレス、レイヤ 4 TCP および 
UDP 情報、またはこれらの任意の組み合わせに基づいて、レート リミットを実行できる  

● 入力ポリシングおよび出力シェーピングを使用して、エンド ステーションからのアップスト
リームおよびダウンストリーム、またはアップリンク上の非同期データ フローを簡単に管
理できる  

● ファスト イーサネットまたはギガビット イーサネット ポートごとに最大 64 のアグリゲート 
ポリシーまたは個別ポリシーを使用可能  

セキュリティ 

ネットワーク全体の 
セキュリティ機能 

● IEEE 802.1X により、ポート ベースのダイナミックなセキュリティが提供され、ユーザ認証
を実行できる  

● IEEE 802.1X と VLAN 割り当てにより、ユーザが接続する場所に関係なく、特定のユー
ザにダイナミック VLAN 割り当てを行うことができる  

● IEEE 802.1X と音声 VLAN により、ポートの許可状態にかかわりなく、IP Phone が音声 
VLAN にアクセスできる  

● IEEE 802.1X およびポート セキュリティにより、クライアントも含めてすべての MAC アド
レスについて、ポートの認証とネットワーク アクセスの管理を実行できる  

● IEEE 802.1X とゲスト VLAN により、802.1X クライアントを使用しないゲストに、ゲスト 
VLAN 上での限定されたネットワーク アクセスを提供できる  

● 802.1X 非対応クライアント用の Web 認証により、802.1X 非対応クライアントは認証用
の SSL ベース ブラウザを使用できる  

● 音声用の MAC Auth Bypass（MAB）により、802.1X サプリカントを持たないサードパー
ティ製 IP Phone を MAC アドレスを使用して認証できる  

● レイヤ 2 インターフェイスに対応するポート ベース ACL により、個々のスイッチ ポートに
セキュリティ ポリシーを適用できる  

● ユニキャスト MAC フィルタリングにより、該当する MAC アドレスを持つ任意のタイプの
パケットのフォワーディングを防止できる  

● 未知のユニキャストおよびマルチキャスト ポート ブロッキングにより、スイッチがフォワー
ディングの方法をまだ学習していないパケットをフィルタリングすることで、厳密な制御を
実行できる  

● SSHv2 および SNMPv3 は、Telnet および SNMP セッションで管理者トラフィックを暗号
化し、ネットワーク セキュリティを提供（米国の輸出規制のため、SSHv2 および暗号化
バージョンの SNMPv3 を使用するには、特殊な暗号化ソフトウェア イメージが必要）  

● Switched Port Analyzer（SPAN; スイッチド ポート アナライザ）ポート上での双方向デー
タのサポートにより、侵入者を検知した時点で  Cisco Secure Intrusion Detection 
System（IDS; 侵入検知システム）が対処することができる  

● TACACS+ および RADIUS 認証により、スイッチの集中制御が可能になり、権限のない
ユーザによる設定変更が防止される  

● MAC アドレス通知により、ネットワーク ユーザの追加または削除を管理者に通知できる 
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機能 利点 
● DHCP スヌーピングにより、IP アドレスと MAC アドレスの一貫性のあるマッピングが行

われる。これにより、DHCP バインディング データベースへの不正な書き込みを防止した
り、スイッチ ポートに着信する DHCP トラフィック量にレート リミットを適用したりすること
ができる  

● DHCP インターフェイス トラッカー（オプション 82）機能は、ホスト IP アドレス要求にス
イッチ ポート ID を追加  

● ポート セキュリティにより、MAC アドレスに基づいてアクセス ポートまたはトランク ポート
へのアクセスが保護される  

● エージング機能により、一定時間が経過するとスイッチから MAC アドレスが削除され、
他のデバイスが同じポートに接続できるようになる  

● 信頼境界機能は、IP Phone が存在する場合には QoS のプライオリティ設定を信頼し、
IP Phone が削除された場合には信頼設定を無効にする。 これにより、悪意のあるユー
ザがネットワークのプライオリティ付けポリシーを上書きできないようにする  

● コンソール アクセスのマルチレベル セキュリティにより、権限のないユーザによるスイッ
チ設定の変更を防止  

● ユーザ側で選択可能なアドレス学習モードにより、設定が簡素化され、セキュリティが強
化される  

● BPDU ガードは、BPDU を受信した時点で STP PortFast 対応のインターフェイスを
シャットダウンし、偶発的なトポロジ ループを防止  

● Spanning-Tree Root Guard（STRG）は、ネットワーク管理者の制御下にないエッジ デ
バイスが STP ルート ノードになるのを防止  

● 音声 VLAN 対応ポート セキュリティおよび BPDU ガードにより、セキュリティ違反が発生
しても音声 VLAN トラフィックは中断されない  

● IGMP フィルタリングにより、非加入者を除外してマルチキャスト認証を実行するととも
に、ポート単位で同時に使用できるマルチキャスト ストリーム数を制限  

● ダイナミック VLAN 割り当ては、VLAN Membership Policy Server（VMPS; VLAN メン
バシップ ポリシー サーバ）クライアント機能の実装によってサポートされ、VLAN への
ポートの割り当てに融通性をもたらす。ダイナミック VLAN を使用すると、IP アドレスの迅
速な割り当てが可能になる  

● Cisco Network Assistant ソフトウェアのセキュリティ ウィザードを使用して、セキュリティ
機能を簡単に展開し、サーバやネットワークの一部または全体へのユーザ アクセスを制
限できる  

● 最大 512 の ACE がサポートされるプロファイルとしてはセキュリティ（384 のセキュリティ 
ACL エントリおよび 128 の QoS ポリシー）、および QoS（128 のセキュリティ ACL エント
リおよび 384 の QoS ポリシー）の 2 つを使用できる  

表 3 Cisco Catalyst 2960 LAN Base スイッチ ハードウェア 

項目 仕様 

パフォーマンス ● 16 Gbps スイッチング ファブリック（Catalyst 2960PD-8TT-L、Catalyst 2960-8TC-L、
Catalyst 2960-24TT-L 、 Catalyst 2960-24TC-L 、 Catalyst 2960-24LT-L 、 Catalyst 
2960-24PC-L、Catalyst 2960-48TT-L、Catalyst 2960-48TC-L）  

● 32 Gbps スイッチング ファブリック（Catalyst 2960G-8TC-L、Catalyst 2960G-24TC-L、
Catalyst 2960G-48TC-L）  

● 64 バイト パケットを基本とするフォワーディング速度： 
◦ Catalyst 2960PD-8TT-L：2.7 Mpps  
◦ Catalyst 2960-8TC-L：2.7 Mpps  
◦ Catalyst 2960-24TT-L：6.5 Mpps  
◦ Catalyst 2960-24TC-L：6.5 Mpps  
◦ Catalyst 2960-24LT-L：6.5 Mpps  
◦ Catalyst 2960-24PC-L：6.5 Mpps  
◦ Catalyst 2960-48TT-L：10.1 Mpps  
◦ Catalyst 2960-48TC-L：10.1 Mpps  
◦ Catalyst 2960G-8TC-L：11.9 Mpps  
◦ Catalyst 2960G-24TC-L：35.7 Mpps  
◦ Catalyst 2960G-48TC-L：39.0 Mpps 

● 64 MB の DRAM  
● 32 MB のフラッシュ メモリ  
● 最大 8,000 の MAC アドレスを設定可能  
● 最大 255 の IGMP グループを設定可能  
● 最大 9,000 バイトの最大伝送ユニット（Maximum Transmission Unit; MTU）を設定可

能。 最大イーサネット フレーム サイズは、ギガビット イーサネット ポート上のブリッジン
グ用には 9,018 バイト（ジャンボ フレーム）、Multiprotocol Label Switching（MPLS; マ
ルチプロトコル ラベル スイッチング）タグ付きフレームのブリッジング用には 1,998 バイト
（10/100 ポートおよび 10/100/1000 ポートに共通） 
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項目 仕様 

コネクタとケーブル接続 ● 10BASE-T ポート：RJ-45 コネクタ、2 ペア カテゴリ 3、4、または 5 Unshielded Twisted-
Pair（UTP; シールドなしツイストペア）ケーブル  

● 100BASE-TX ポート：RJ-45 コネクタ、2 ペア カテゴリ 5 UTP ケーブル  
● 1000BASE-T ポート：RJ-45 コネクタ、4 ペア カテゴリ 5 UTP ケーブル  
● 1000BASE-T SFP ベース ポート：RJ-45 コネクタ、4 ペア カテゴリ 5 UTP ケーブル  
● 1000BASE-SX、-LX/LH、-ZX、-BX、および CWDM SFP ベース ポート：LC 光ファイバ 

コネクタ（シングル/マルチモード ファイバ）  
● 100BASE-LX、-BX、-FX：LC 光ファイバ コネクタ（シングル/マルチモード ファイバ）  

電源コネクタ ● スイッチの電源には内部電源装置または Cisco RPS 675 を使用可能。コネクタ位置は
スイッチの背面  

● 注：Catalyst 2960-8TC-L および Catalyst 2960G-8TC-L は RPS ポート未搭載  
● 内部電源装置コネクタ  
● 内部電源装置はオートレンジ ユニット  
● 内部電源装置は 100 ～ 240 VAC の入力電圧に対応  
● 付属品の AC 電源コードを使用して AC 電源コネクタを AC 電源コンセントに接続  
● Cisco RPS コネクタ  
● AC 入力を使用してスイッチに DC 出力を提供する Cisco RPS 2300（オプション）を接続

するためのコネクタ  
● 最大 6 台の外部ネットワーク デバイスをサポートし、一度に 2 台の障害デバイスへ電力

を供給する、2300 W 冗長電源システムを提供  
● コネクタは接続デバイスの内部電源装置の障害を自動的に検知し、デバイスに電力を供

給してネットワーク トラフィックの損失を防ぐ  
● RPS レセプタクルには、Cisco RPS 2300（製品番号 PWR-RPS2300）だけを接続する

こと 

インジケータ ● ポート別のステータス：リンクの完全性、無効、動作、速度、全二重  
● システム ステータス：システム、RPS、リンク ステータス、リンク デュプレックス、リンク速度 

寸法（高さ×幅×奥行） ● Cisco Catalyst 2960PD-8TT-L：4.4 × 27 × 15.7 cm（1.73 × 10.6 × 6.2 インチ）  
● Cisco Catalyst 2960-8TC-L：4.4 × 27 × 16.3 cm（1.73 × 10.6 × 6.4 インチ）  
● Cisco Catalyst 2960-24TT-L：4.4 × 44.5 × 23.6 cm（1.73 × 17.5 × 9.3 インチ）  
● Cisco Catalyst 2960-48TT-L：4.4 × 44.5 × 23.6 cm（1.73 × 17.5 × 9.3 インチ）  
● Cisco Catalyst 2960-24TC-L：4.4 × 44.5 × 23.6 cm（1.73 × 17.5 × 9.3 インチ）  
● Cisco Catalyst 2960-24LT-L：4.4 × 44.5 × 33.2 cm（1.73 × 17.5 × 13 インチ）  
● Cisco Catalyst 2960-24PC-L：4.4 × 44.5 × 33.2 cm（1.73 × 17.5 × 13 インチ）  
● Cisco Catalyst 2960-48TC-L：4.4 × 44.5 × 23.6 cm（1.73 × 17.5 × 9.3 インチ）  
● Cisco Catalyst 2960G-8TC-L：4.4 × 27 × 20.5 cm（1.73 × 10.6 × 8.1 インチ）  
● Cisco Catalyst 2960G-24TC-L：4.4 × 44.5 × 32.8 cm（1.73 × 17.5 × 12.9 インチ） 
● Cisco Catalyst 2960G-48TC-L：4.4 × 44.5 × 32.8 cm（1.73 × 17.5 × 12.9 インチ） 

重量 ● Cisco Catalyst 2960PD-8TT-L：1.4 kg（3 ポンド）  
● Cisco Catalyst 2960-8TC-L：1.4 kg（3 ポンド）  
● Cisco Catalyst 2960-24TT-L：3.6 kg（8 ポンド）  
● Cisco Catalyst 2960-48TT-L：3.6 kg（8 ポンド）  
● Cisco Catalyst 2960-24TC-L：3.6 kg（8 ポンド）  
● Cisco Catalyst 2960-24LT-L：4.5 kg（10 ポンド）  
● Cisco Catalyst 2960-24PC-L：5.4 kg（12 ポンド）  
● Cisco Catalyst 2960-48TC-L：3.6 kg（8 ポンド）  
● Cisco Catalyst 2960G-8TC-L：1.4 kg（3 ポンド）  
● Cisco Catalyst 2960G-24TC-L：4.5 kg（10 ポンド）  
● Cisco Catalyst 2960G-48TC-L：5.4 kg（12 ポンド）  

環境条件 通常の動作条件： 
● –5 ～ 45°C、最高 1,500 m（5,000 フィート）  
● –5 ～ 40°C、最高 3,000 m（10,000 フィート）  
● –5 ～ 35°C、最高 4,000 m（13,000 フィート）  

一時的な動作条件 *： 
● –5 ～ 55°C、海抜ゼロ地点  
● –5 ～ 50°C、最高 1,500 m（5,000 フィート）  
● –5 ～ 45°C、最高 3,000 m（10,000 フィート）  
● –5 ～ 40°C、最高 4,000 m（13,000 フィート）  

* 1 年以内、次の条件を超過しないこと：連続 96 時間、または合計 360 時間、または 15 回
* Catalyst 2960G-8TC-L の場合、最高温度を 5°C 下げること 
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項目 仕様 

音響ノイズ ● ISO 7779：環境温度 25°C で稼働時の周辺でのノイズ  
● Cisco Catalyst 2960PD-8TT-L：0 dBa（ファンなし）  
● Cisco Catalyst 2960-8TC-L：0 dBa（ファンなし）  
● Cisco Catalyst 2960-24TT-L：40 dBa  
● Cisco Catalyst 2960-48TT-L：40 dBa  
● Cisco Catalyst 2960-24TC-L：40 dBa  
● Cisco Catalyst 2960-24LT-L：48 dBa  
● Cisco Catalyst 2960-24PC-L：48 dBa  
● Cisco Catalyst 2960-48TC-L：40 dBa  
● Cisco Catalyst 2960G-8TC-L：0 dBa（ファンなし）  
● Cisco Catalyst 2960G-24TC-L：41 dBa  
● Cisco Catalyst 2960G-48TC-L：43 dBa  

MTBF（平均故障間隔） ● Cisco Catalyst 2960PD-8TT-L：737,065 時間  
● Cisco Catalyst 2960-8TC-L：615,549 時間  
● Cisco Catalyst 2960-24TT-L：407,707 時間  
● Cisco Catalyst 2960-48TT-L：339,743 時間  
● Cisco Catalyst 2960-24TC-L：402,926 時間  
● Cisco Catalyst 2960-24LT-L：311,781 時間  
● Cisco Catalyst 2960-24PC-L：243,277 時間  
● Cisco Catalyst 2960-48TC-L：336,409 時間  
● Cisco Catalyst 2960G-8TC-L：485,576 時間  
● Cisco Catalyst 2960G-24TC-L：313,828 時間  
● Cisco Catalyst 2960G-48TC-L：221,432 時間  

表 4 Cisco Catalyst 2960 LAN Base スイッチの電源仕様 

項目 仕様 

最大消費電力 ● 11 W、38 BTU/hr（Cisco Catalyst 2960PD-8TT-L）  
● 20 W、68 BTU/hr（Cisco Catalyst 2960-8TC-L）  
● 30 W、103 BTU/hr（Cisco Catalyst 2960-24TT-L および Catalyst 2960-24TC-L）  
● 45 W、154 BTU/hr（Cisco Catalyst 2960-48TT-L および Catalyst 2960-48TC-L）  
● 175 W、597 BTU/hr（Cisco Catalyst 2960-24LT-L）、消費電力：51 W、174 BTU/hr  
● 470 W、1603 BTU/hr（Cisco Catalyst 2960-24PC-L）、消費電力：100 W、341 BTU/hr  
● 30 W、103 BTU/hr（Cisco Catalyst 2960G-8TC-L）  
● 75 W、256 BTU/hr（Cisco Catalyst 2960G-24TC-L）  
● 140 W、477 BTU/hr（Cisco Catalyst 2960G-48TC-L） 

AC 入力電圧および 
電流 

● DC 入力、48 VDC、0.3 A（Cisco Catalyst 2960PD-8TT-L）、  
● （AC 入力の場合は、PWR-A= を使用 [別途購入]）  
● 100 ～ 240 VAC（オートレンジ）、0.5 ～ 0.25 A、50 ～ 60 Hz（Cisco Catalyst 2960-8TC-L）  
● 100 ～ 240 VAC（オートレンジ）、0.8 ～ 0.4 A、50 ～ 60 Hz（Cisco Catalyst 2960G-8TC-L） 
● 100 ～ 240 VAC（オートレンジ）、3.0 ～ 1.5 A、50 ～ 60 Hz（Cisco Catalyst 2960-24LT-L）  
● 100 ～ 240 VAC（オートレンジ）、8.0 ～ 4.0 A、50 ～ 60 Hz（Cisco Catalyst 2960-24PC-L）  
● 100 ～ 240 VAC（オートレンジ）、1.3 ～ 0.8 A、50 ～ 60 Hz（Cisco Catalyst 2960-24TT-L、

Catalyst 2960-24TC-L、Catalyst 2960-48TT-L、および Catalyst 2960-48TC-L）  
● 100 ～ 240 VAC（オートレンジ）、3.0 ～ 1.5 A、50 ～ 60 Hz（Cisco Catalyst 2960G-24TC-L 

および Catalyst 2960G-48TC-L）  

電力定格 ● Cisco Catalyst 2960PD-8TT-L：11 W  
● Cisco Catalyst 2960-8TC-L：0.035 kVA  
● Cisco Catalyst 2960-24TT-L：0.05 kVA  
● Cisco Catalyst 2960-48TT-L：0.075 kVA  
● Cisco Catalyst 2960-24TC-L：0.05 kVA  
● Cisco Catalyst 2960-24LT-L：0.175 kVA  
● Cisco Catalyst 2960-24PC-L：0.470 kVA  
● Cisco Catalyst 2960-48TC-L：0.075 kVA  
● Cisco Catalyst 2960G-8TC-L：0.05 kVA  
● Cisco Catalyst 2960G-24TC-L：0.075 kVA  
● Cisco Catalyst 2960G-48TC-L：0.140 kVA  



 

 

データ シート

All contents are Copyright © 1992–2008 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information. Page 14 of 18

項目 仕様 

DC 入力電圧 
（RPS 入力） 

● （Cisco Catalyst 2960PD-8TT-L、Catalyst 2960-8TC-L および Catalyst 2960G-8TC-L には 
RPS 入力なし）  

● Cisco Catalyst 2960-24TT-L：+12 V @ 5 A  
● Cisco Catalyst 2960-48TT-L：+12 V @ 5 A  
● Cisco Catalyst 2960-24TC-L：+12 V @ 5 A  
● Cisco Catalyst 2960-24LT-L：+12 V @ 8.3 A、–48 V @ 2.7 A  
● Cisco Catalyst 2960-24PC-L：+12 V @ 11.25 A、–48 V @ 7.8 A  
● Cisco Catalyst 2960-48TC-L：+12 V @ 5 A  
● Cisco Catalyst 2960G-24TC-L：+12 V @ 10.5 A  
● Cisco Catalyst 2960G-48TC-L：+12 V @ 10.5 A  

表 5 Cisco Catalyst 2960 LAN Base スイッチがサポートする MIB および規格 

項目 仕様 

MIB ● BRIDGE-MIB  
● CISCO-CABLE-DIAG-MIB  
● CISCO-CDP-MIB  
● CISCO-CLUSTER-MIB  
● CISCO-CONFIG-COPY-MIB  
● CISCO-CONFIG-MAN-MIB  
● CISCO-DHCP-SNOOPING-MIB  
● CISCO-ENTITY-VENDORTYPE-OID-

MIB  
● CISCO-ENVMON-MIB  
● CISCO-ERR-DISABLE-MIB  
● CISCO-FLASH-MIB  
● CISCO-FTP-CLIENT-MIB  
● CISCO-IGMP-FILTER-MIB  
● CISCO-IMAGE-MIB  
● CISCO-IP-STAT-MIB  
● CISCO-LAG-MIB  
● CISCO-MAC-NOTIFICATION-MIB  
● CISCO-MEMORY-POOL-MIB  
● CISCO-PAGP-MIB  
● CISCO-PING-MIB  
● CISCO-POE-EXTENSIONS-MIB  
● CISCO-PORT-QOS-MIB  
● CISCO-PORT-SECURITY-MIB  
● CISCO-PORT-STORM-CONTROL-

MIB  
● CISCO-PRODUCTS-MIB  
● CISCO-PROCESS-MIB  
● CISCO-RTTMON-MIB  
● CISCO-SMI-MIB  
● CISCO-STP-EXTENSIONS-MIB  
● CISCO-SYSLOG-MIB  

● CISCO-TC-MIB  
● CICSO-TCP-MIB  
● CISCO-UDLDP-MIB  
● CISCO-VLAN-IFTABLE-

RELATIONSHIP-MIB  
● CISCO-VLAN-MEMBERSHIP-MIB  
● CISCO-VTP-MIB  
● ENTITY-MIB  
● ETHERLIKE-MIB  
● IEEE8021-PAE-MIB  
● IEEE8023-LAG-MIB  
● IF-MIB  
● INET-ADDRESS-MIB  
● OLD-CISCO-CHASSIS-MIB  
● OLD-CISCO-FLASH-MIB  
● OLD-CISCO-INTERFACES-MIB  
● OLD-CISCO-IP-MIB  
● OLD-CISCO-SYS-MIB  
● OLD-CISCO-TCP-MIB  
● OLD-CISCO-TS-MIB  
● RFC1213-MIB  
● RMON-MIB  
● RMON2-MIB  
● SNMP-FRAMEWORK-MIB  
● SNMP-MPD-MIB  
● SNMP-NOTIFICATION-MIB  
● SNMP-TARGET-MIB  
● SNMPv2-MIB  
● TCP-MIB  
● UDP-MIB  

規格 ● IEEE 802.1D STP  
● IEEE 802.1p CoS プライオリティ付け  
● IEEE 802.1Q VLAN  
● IEEE 802.1s  
● IEEE 802.1w  
● IEEE 802.1X  
● IEEE 802.1AB（LLDP）  
● IEEE 802.3ad  
● IEEE 802.3af  
● IEEE 802.3ah（100BASE-X シングル/マ

ルチモード ファイバのみ）  

● 100BASE-BX（SFP）  
● 100BASE-FX（SFP）  
● 100BASE-LX（SFP）  
● 1000BASE-BX（SFP）  
● 1000BASE-SX（SFP）  
● 1000BASE-LX/LH（SFP）  
● 1000BASE-ZX（SFP）  
● 1000BASE-CWDM SFP 1470 nm  
● 1000BASE-CWDM SFP 1490 nm  
● 1000BASE-CWDM SFP 1510 nm  
● 1000BASE-CWDM SFP 1530 nm  
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項目 仕様 
● IEEE 802.3x （ 10BASE-T 、 100BASE-

TX、および 1000BASE-T ポート上での
全二重モード）  

● IEEE 802.3 10BASE-T 仕様  
● IEEE 802.3u 100BASE-TX 仕様  
● IEEE 802.3ab 1000BASE-T 仕様  
● IEEE 802.3z 1000BASE-X 仕様 

● 1000BASE-CWDM SFP 1550 nm  
● 1000BASE-CWDM SFP 1570 nm  
● 1000BASE-CWDM SFP 1590 nm  
● 1000BASE-CWDM SFP 1610 nm  
● RMON I および II 規格  
● SNMPv1、SNMPv2c、および SNMPv3 

表 6 安全性と適合規格 

項目 仕様 

安全性認定 ● UL 60950-1、First Edition  
● C-UL（CAN/CSA C22.2 No. 60950-00、First Edition）  
● TUV/GS（EN 60950-1、First Edition）  
● CB（IEC 60950-1、国別の変更事項を含む）  
● AS/NZS 60950-1、First Edition  
● CE マーキング  
● NOM（パートナーおよびディストリビュータ経由）  

電磁適合性認定 ● FCC Part 15 Class A  
● EN 55022 Class A（CISPR22）  
● EN 55024（CISPR24）  
● AS/NZS CISPR Class A  
● CE  
● CNS 13438 Class A  
● MIC  
● GOST  
● 中国 EMC 認証 

環境 Reduction of Hazardous Substances（ROHS）5 

Telco Common Language Equipment Identifier（CLEI）規約 

保証 ライフタイム限定保証 

サービスおよびサポート 
シスコシステムズでは TCO の削減に取り組んでいます。シスコ製品を効率的に運用してハイ アベ
イラビリティを維持するとともに、最新のシステム ソフトウェアの利点を活用していただけるよう、豊
富なテクニカル サポート サービスを用意しています。表 7 に示すサービスおよびサポート プログ
ラムは、Cisco Desktop Switching Service and Support ソリューションの一環として提供され、直
接シスコから、あるいは代理店を通じてご利用いただくことができます。 

表 7 シスコのサービスおよびサポート プログラム 

サービスおよびサポート 内容 利点 

● Cisco Total Implementation Solutions
（TIS） — シスコから直接提供  

● Cisco Packaged TIS — 代理店から
提供  

● Cisco SMARTnet® および SMARTnet 
Onsite サポート — シスコから直接提供 

● Cisco Packaged SMARTnet サポート 
プログラム — 代理店から提供  

● Cisco SMB Support Assistant  

● プロジェクト管理  
● サイト調査、設定、および配置作業  
● インストレーション、テキスト、およ

びカットオーバー  
● トレーニング  
● 大規模な移行、追加、および変更  
● 設計レビューと製品のステージング  
● ソフトウェア アップデートに 24 時

間のアクセス可能  
● 技術情報への Web アクセス  
● Cisco Technical Assistance  

Center（TAC）による電話サポート  
● ハードウェア部品の迅速な交換  

● 人的資源の補充  
● ニーズに合った機能性の確保  
● リスクの緩和  
● 問題の予防および迅速な解決  
● シスコの技術力を利用して TCO 

を削減  
● ネットワーク ダウンタイムの最小化
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発注情報 
表 8 に、Cisco Catalyst 2960 LAN Base スイッチの発注情報を示します。 

表 8 Cisco Catalyst 2960 LAN Base スイッチの発注情報 

製品番号 項目 

WS-C2960PD-8TT-L ● イーサネット 10/100 ポート× 8、10/100/1000 PoE 入力ポート× 1  
● 電源アダプタ（PWR-A=）と電源コード（別途購入）  
● コンパクト サイズ（ファンなし）、マグネット パネル付属  
● LAN Base Image をインストール済み  

WS-C2960-8TC-L ● イーサネット 10/100 ポート× 8、デュアルパーパス アップリンク× 1（デュアルパーパス 
アップリンク ポートごとに 10/100/1000 イーサネット ポート× 1 および SFP ベース ギガ
ビット イーサネット ポート× 1 を装備、1 ポートのみアクティブ）  

● コンパクト サイズ（ファンなし）、マグネット パネル付属  
● LAN Base Image をインストール済み 

WS-C2960-24TT-L ● イーサネット 10/100 ポート× 24、10/100/1000-TX アップリンク× 2  
● 1 RU 固定構成  
● LAN Base Image をインストール済み 

WS-C2960-48TT-L ● イーサネット 10/100 ポート× 48、10/100/1000-TX アップリンク× 2  
● 1 RU 固定構成  
● LAN Base Image をインストール済み 

WS-C2960-24LT-L ● イーサネット 10/100 ポート× 24（PoE ポート× 8、10/100/1000TX アップリンク× 2 を
装備）  

● 1 RU 固定構成  
● LAN Base Image をインストール済み  

WS-C2960-24PC-L ● イーサネット 10/100 PoE ポート× 24、デュアルパーパス アップリンク× 2  
● 1 RU 固定構成  
● LAN Base Image をインストール済み  

WS-C2960-24TC-L ● イーサネット 10/100 ポート× 24、デュアルパーパス アップリンク× 2（デュアルパーパス 
アップリンク ポートごとに 10/100/1000 イーサネット ポート× 1 および SFP ベース ギガ
ビット イーサネット ポート× 1 を装備、1 ポートのみアクティブ）  

● 1 RU 固定構成  
● LAN Base Image をインストール済み 

WS-C2960-48TC-L ● イーサネット 10/100 ポート× 48、デュアルパーパス アップリンク× 2（デュアルパーパス 
アップリンク ポートごとに 10/100/1000 イーサネット ポート× 1 および SFP ベース ギガ
ビット イーサネット ポート× 1 を装備、1 ポートのみアクティブ）  

● 1 RU 固定構成  
● LAN Base Image をインストール済み 

WS-C2960G-8TC-L ● イーサネット 10/100/1000 ポート× 7、デュアルパーパス アップリンク× 1（デュアルパー
パス アップリンク ポートごとに 10/100/1000 イーサネット ポート× 1 および SFP ベース 
ギガビット イーサネット ポート× 1 を装備、1 ポートのみアクティブ）  

● コンパクト サイズ（ファンなし）、マグネット パネル付属  
● LAN Base Image をインストール済み 

WS-C2960G-24TC-L ● イーサネット 10/100/1000 ポート× 20、デュアルパーパス アップリンク× 4（デュアル
パーパス アップリンク ポートごとに 10/100/1000 イーサネット ポート× 1 および SFP 
ベース ギガビット イーサネット ポート× 1 を装備、1 ポートのみアクティブ）  

● 1 RU 固定構成  
● LAN Base Image をインストール済み 

WS-C2960G-48TC-L ● イーサネット 10/100/1000 ポート× 44、デュアルパーパス アップリンク× 4（デュアル
パーパス アップリンク ポートごとに 10/100/1000 イーサネット ポート× 1 および SFP 
ベース ギガビット イーサネット ポート× 1 を装備、1 ポートのみアクティブ）  

● 1 RU 固定構成  
● LAN Base Image をインストール済み 

PWR-RPS2300 Cisco RPS 2300 およびブロワー、電源モジュールなし 

BLNK-RPS2300= Cisco RPS 2300 用スペア ベイ インサート 

CAB-RPS2300-E= Cisco Catalyst 2960-24PC-L および 2960-24LT-L スイッチ用 RPS2300 スペア ケーブル
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製品番号 項目 

CAB-RPS2300= Cisco Catalyst 2960 スイッチ用 RPS2300 スペア ケーブル（Catalyst 2960-24PC-L および 
2960-24LT-L スイッチ以外） 

BLWR-RPS2300= Cisco RPS 2300 用スペア 45CFM ブロワー 

C3K-PWR-750WAC= Catalyst 3750-E/3560-E/RPS 2300 用 750 WAC 電源モジュールのスペア 

PWR-A= Cisco Catalyst 2960PD-8TT-L コンパクト スイッチ用電源アダプタ 

CBLGRD-C2960-8TC= Cisco Catalyst 2960-8TC コンパクト スイッチ用ケーブル ガード 

CBLGRD-C2960G-8TC= Cisco Catalyst 2960G-8TC コンパクト スイッチ用ケーブル ガード 

RCKMNT-19-CMPCT= Cisco Catalyst 2960-8TC および Cisco Catalyst 2960G-8TC コンパクト スイッチ用ラックマ
ウント 

RCKMNT-1RU= Cisco Catalyst 2960 シリーズ用スペア ラックマウント キット 

RCKMNT-REC-1RU= Cisco Catalyst 2960 用 1 RU 埋め込みラックマウント キット 

GLC-LH-SM= MMF および SMF 用 1000BASE-LX/LH SFP トランシーバ モジュール、波長：1300 nm 

GLC-SX-MM= MMF 用 1000BASE-SX SFP トランシーバ モジュール、波長：850 nm 

GLC-ZX-SM= SMF 用 1000BASE-ZX SFP トランシーバ モジュール、波長：1550 nm 

GLC-T= カテゴリ 5 銅線用 1000BASE-T SFP トランシーバ モジュール Cisco Catalyst 2960-8TC 
および Catalyst 2960G-8TC コンパクト スイッチでは未サポート 

GLC-BX-D= シングル ストランド SMF 用 1000BASE-BX10 SFP トランシーバ モジュール、波長：1490 
nm TX/1310 nm RX 

GLC-BX-U= シングル ストランド SMF 用 1000BASE-BX10 SFP トランシーバ モジュール、波長：1310 
nm TX/1490 nm RX 

GLC-GE-100FX= ギガビット イーサネット用ポート 100BASE-FX SFP モジュール、波長 1310 nm、2 km
（MMF）Cisco Catalyst 2960-8TC および Catalyst 2960G-8TC コンパクト スイッチでは未
サポート 

GLC-FE-100FX= 100 MB ポート用 100 BASE-FX SFP モジュール、波長 1310 nm、2 km（MMF） 

GLC-FE-100LX= 100 MB ポート用 100 BASE-LX10 SFP モジュール、波長 1310 nm、10 km（SMF） 

GLC-FE-100BX-D= 100 MB ポート用 100 BASE-BX10-D SFP モジュール、波長 1550 nm TX/1310 nm RX、
10 km（シングル ストランド SMF） 

GLC-FE-100BX-U= 100 MB ポート用 100 BASE-BX10-U SFP モジュール、波長 1310 nm TX/1550 nm RX、
10 km（シングル ストランド SMF） 

CWDM-SFP-1470= Cisco CWDM SFP 1470 nm、ギガビット イーサネットおよび 1G/2G FC（グレー） 

CWDM-SFP-1490= Cisco CWDM SFP、1490 nm、ギガビット イーサネットおよび 1G/2G FC（バイオレット） 

CWDM-SFP-1510= Cisco CWDM SFP、1510 nm、ギガビット イーサネットおよび 1G/2G FC（ブルー） 

CWDM-SFP-1530= Cisco CWDM SFP、1530 nm、ギガビット イーサネットおよび 1G/2G FC（グリーン） 

CWDM-SFP-1550= Cisco CWDM SFP、1550 nm、ギガビット イーサネットおよび 1G/2G FC（イエロー） 

CWDM-SFP-1570= Cisco CWDM SFP、1570 nm、ギガビット イーサネットおよび 1G/2G FC（オレンジ） 

CWDM-SFP-1590= Cisco CWDM SFP、1590 nm、ギガビット イーサネットおよび 1G/2G FC（レッド） 

CWDM-SFP-1610= Cisco CWDM SFP、1610 nm、ギガビット イーサネットおよび 1G/2G FC（ブラウン） 

CAB-SM-LCSC-1M 1 m シングルモード光ファイバ、LC/SC コネクタ 

CAB-SM-LCSC-5M 5 m シングルモード光ファイバ、LC/SC コネクタ 
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